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広報なると
市民と市政をつなぐ情報紙

　９月８日、NARUTO総合型スポーツクラブ設立５周年を
記念したミュージカルが鳴門教育大学で上演されました。
　プロのミュージカル俳優による指導のもと、初めて本格
的な舞台に挑戦。子どもたちの熱演に会場は大きな感動の
渦に包まれました。

姉妹都市親善使節団が
リューネブルク市を訪問特集 チャレンジ・ザ・ミュージカル「ピノッキオ」

鳴門の子どもたちが
ミュージカルに
初挑戦

表紙



2令和元年10月号

８/20～31

鳴門市

友好の絆
　さらに深まる

第
23
回
鳴
門
市
姉
妹
都
市
親
善
使

節
団
が
、
ド
イ
ツ
の
姉
妹
都
市

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市（
以
下「
リ
ュ

市
」）を
訪
問
し
、
友
好
を
深
め
ま
し

た
。
今
回
は
泉
市
長
と
村
澤
鳴
門
日

独
友
好
協
会
会
長
の
共
同
団
長
の
下
、

総
勢
38
人
の
訪
独
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ュ
市
と
の
交
流
は
今
年
45
周
年
を

迎
え
、
昭
和
49
年
に
最
初
の
親
善
使

節
団
を
派
遣
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で

に
９
０
０
人
近
い
鳴
門
市
民
が
訪
問

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
も
青
少

年
使
節
団
員
と
し
て
中
学
生
２
人
、

高
校
生
10
人
の
計
12
人
が
一
般
使
節

団
員
と
共
に
交
流
事
業
に
参
加
。 

幅
広
い
世
代
が
日
独
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

一
般
団
員
よ
り
も
２
日
早
く
出
発

し
た
青
少
年
団
員
は
、
８
月
20
日
に

到
着
し
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
空
港
で
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
い
出
迎
え

を
受
け
ま
し
た
。
少
し
照
れ
な
が
ら
、

ま
だ
慣
れ
な
い
英
語
で
の
自
己
紹
介

を
済
ま
せ
る
と
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

へ
。
翌
日
以
降
は
、
リ
ュ
市
内
の
観

光
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
通
う
学

校「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
ヨ
ハ
ネ
ウ
ム
」

で
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
青
少
年

団
員
は
、
積
極
的
に
発
言
す
る
ド
イ

ツ
人
生
徒
を
見
て
、
大
い
に
刺
激
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
週
末
は
、

各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
近
郊
都

市
訪
問
や
学
校
の
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の

参
加
な
ど
、
同
年
代
の
ド
イ
ツ
の
仲

間
た
ち
と
友
情
を
育
む
と
と
も
に
、

異
文
化
理
解
を
深
め
、
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。◆

　
　
　
◆
　
　
　
◆

22
日
に
到
着
し
た
一
般
団
員
も
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
空
港
で
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル

ク
独
日
協
会
会
員
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
リ
ュ
市
民
の
出
迎
え
を
受
け

ま
し
た
。
翌
朝
に
は
、
一
般
団
員
と

青
少
年
団
員
が
集
ま
り
、
リ
ュ
市
庁

舎
に
て
メ
ド
ケ
市
長
を
表
敬
訪
問
。

会
場
に
は
、
使
節
団
員
の
ほ
か
に
独

日
協
会
会
員
や
青
少
年
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
多
く
の
方
が
集
ま

り
ま
し
た
。
両
市
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
メ
ド
ケ
市
長
か
ら
ド
イ
ツ
兵
慰

霊
碑
清
掃
奉
仕
団
へ
の
寄
付
金
贈
呈

の
意
思
を
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の

額
が
、
泉
市
長
か
ら
は
鳴
門
書
道
協

会
所
属
の
福
永
美び

泉せ
ん

さ
ん
の
作
品
で

あ
る
書
の
掛
け
軸
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
鳴
門
市
花
街
道
・
地
域

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」か
ら
預
か
っ

た
日
独
友
好
の
花「
コ
ス
モ
ス
」の
種

の
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
一
般
団
員
は
リ
ュ
市
内
を

観
光
し
、
そ
の
際
、
交
流
45
周
年
を

記
念
し
た
桜
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
友
情
が
こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く

育
つ
よ
う
に
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
た
こ
の
植
樹
は
、
現
地
で
も
大
き

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鳴

門
市
と
リ
ュ
市
と
の
絵
画
交
流
展
を

鑑
賞
し
、
団
員
一
同
そ
の
素
晴
ら
し

さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

× リューネブルク市

第23回鳴門市姉妹都市親善使節団
ドイツの姉妹都市
リューネブルク市を訪問

×



3 令和元年10月号

使節団員・青少年の声 ～訪問を振り返って～

この記事に関するお問い合わせは市役所文化交流推進課（☎088･684･1150）へ。

翌
24
日
は
近
郊
市
外
へ
一
日
遠
足

に
出
か
け
、
25
日
に
は
団
員
が
そ
れ

ぞ
れ
別
れ
て
リ
ュ
市
民
の
家
庭
を
訪

問
。
各
家
庭
で
、
手
料
理
を
い
た
だ

い
た
り
、観
光
地
を
案
内
し
て
も
ら
っ

た
り
と
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ラ
ン

で
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
大
変
感
動
し
た
様
子
で
、

一
日
を
終
え
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か

り
家
族
と
打
ち
解
け
、
通
常
の
海
外

旅
行
で
は
体
験
で
き
な
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
よ
う
で
し
た
。

そ
の
日
の
夜
に
は
、
独
日
協
会
主

催
の
夕
食
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に

は
87
人
の
出
席
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
際
に
、
独
日
協
会
か
ら
ド
イ
ツ

兵
慰
霊
碑
清
掃
奉
仕
団
へ
の
寄
付
金

の
贈
呈
が
あ
り
、
鳴
門
日
独
友
好
協

会
か
ら
は
、
協
会
理
事
の
濵
川
信
裕

さ
ん
の
作
品
で
あ
る
書
の
掛
け
軸
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、夕
食
会
で
は
、

日
独
双
方
の
出
席
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

事
前
に
練
習
を
重
ね
た
日
本
語
や
ド

イ
ツ
語
の
合
唱
を
披
露
。
会
場
に
は

美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
出
席
者
全
員
が
阿

波
踊
り
を
踊
り
、
幅
広
い
世
代
の
両

市
民
が
一
体
と
な
り
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。◆

　
　
　
◆
　
　
　
◆

「
来
年
は
鳴
門
で
待
っ
て
い
ま
す
」。

使
節
団
員
は
、
今
回
の
交
流
で
さ
ら

な
る
固
い
友
情
で
結
ば
れ
た
リ
ュ
市

民
と
の
再
会
を
誓
い
、
現
地
を
後
に

し
ま
し
た
。

空港で温かな出迎えを受ける青少年団員メドケ市長と共に記念撮影交流45周年を記念した桜の植樹

　市内観光で、ガイドさんの話を聞いたり実際に建物
を見てみると、市民の方がリューネブルクの歴史や文
化をとても大切にしていることが伝わってきました。
市内で鳴門市までの距離を示す標識や給水塔内の鳴門
の展示コーナーなども見ることができました。ドイツ
の友人たちとこれからも交流し、両市の友好関係の一
部になりたいです。

福池 智也さん（城ノ内高校２年：弁財天）

　リューネブルクは給水塔という建物が有名で、最初
にホストファミリーと一緒に行った場所として、印象
に残っています。上から見た景色は日本とは何もかも
違い、目に映るものすべてに圧倒されました。給水塔
をはじめ、リューネブルクの名所をホストファミリー
と巡り、異文化に触れる時間が何よりも楽しかったで
す。本当にありがとうございました。

忠津 美穂さん（徳島市立高校２年：南浜）

　赤レンガと石畳の街並みを進むとマルクト広場に面した
リューネブルク市庁舎が現れます。13世紀に建てられた市
庁舎の塔には、マイセン磁器製の鐘があり、その鐘の音に
迎えられる中で行われた歓迎セレモニーは感動的なもので
した。ホームビジットでは、クローミックさんのボルボで
アウトバーンを走り抜け、ハンブルクへ。文化遺産の倉庫
街を船で巡りました。滞在期間中は、つかの間の非日常を
体験することができました。関係者の皆さまありがとうご
ざいました。

岡 弘美さん（小桑島）



減らそう

「食品ロス
」

食べ物をごみにしないで！

10月は食品ロス削減月間

4令和元年10月号

　
日
本
で
の
食
品
ロ
ス
量
は
、
平
成
28
年
度
推
計
で
６
４
３
万

ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
日
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
約

１
７
６
０
台
分
、
国
民
１
人
当
た
り
で
は
、
毎
日
お
茶
碗
一
杯
分

（
約
１
３
９
グ
ラ
ム
）の
食
べ
物
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一
方
で
、
世
界
中
の
飢
餓
に
苦
し
む
人
々
へ
の
食
糧
援
助

量
は
約
３
８
０
万
ト
ン
。
援
助
す
る
1.7
倍
の
食
品
を
日
本
で
は
捨

て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
が
増
え
る
と
、
生
産
、
加
工
や
流
通
の
過
程
で
使
用

さ
れ
た
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
駄
に
な
り
、
経
済
的
な
損
失
と

な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
廃
棄
の
際
に
も
運
搬
や
焼
却
で
多
く
の
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
多
額
の
費
用

が
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
平
成
28
年
度
の
地
方
自
治
体
に
お
け

る
ご
み
処
理
経
費
は
、
年
間
約
２
兆
円
）。
ま
た
、
食
品
は
水
分
が

多
く
、
焼
却
の
際
に
は
多
量
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
か

ら
、
環
境
へ
の
負
荷
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　「
食
品
を
捨
て
る
」と
い
う
行
為
が
、
経
済
、
資
源
、
環
境
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
や
が
て
私
た
ち
に
返
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
平
成
29
年
度
に
消
費
者
庁
が
実
施
し
た
徳
島
県
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
削
減
に
関
す
る
調
査
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
食
品
ロ
ス
の
発

生
理
由
の
上
位
は「
食
べ
残
し
た（
57
％
）」「
傷
ん
で
い
た（
23
％
）」

「
消
費
・
賞
味
期
限
切
れ（
11
％
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人

が「
食
べ
物
を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
」と
知
っ
て
い
ま
す
が
、

「
残
し
て
も
い
い
や
」「
捨
て
ち
ゃ
お
う
」と
い
う
何
げ
な
い
気
持
ち

が
、
食
品
を
ご
み
に
変
え
て
い
る
の
で
す
。

　
普
段
か
ら「
も
っ
た
い
な
い
」を
考
え
、
で
き
る
限
り
無
駄
な
く

食
べ
る
こ
と
が
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
食
品
を
ご
み

に
変
え
な
い
た
め
に
も
、
次
ペ
ー
ジ
の
実
践
例
や
チ
ェ
ッ
ク
表
を

活
用
い
た
だ
き
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

食
品
を
ご
み
に
変
え
な
い
た
め
に

こ
ん
な
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

　今日は何を食べようか…。そう考えたとき、私たちの身の
回りにはスーパーやコンビニ、飲食店など、いつでも食品を
買うことができる場所が多くあることに気付きます。
　食べたいものがすぐ手に入る飽食の時代。便利な反面、余
剰食品や食べ残しといった、本来食べられるのに捨てられる
食品、いわゆる「食品ロス」が世界規模で問題となっています。
食は、私たちにとって欠かせないもの。だからこそ、一人ひ
とりがこの問題に対して取り組まなければなりません。「もっ
たいない」を行動に移して、食品ロスを減らしましょう。
問 市役所市民協働推進課 ☎088・684・1375
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「もったいない」から「ありがとう」へ 不要な食品をお譲りください！

フードドライブを実施します
　「いただいたけど食べられない」
「大量に購入したが余っている」と
いった自宅に眠っている不要な食
品を提供いただき、フードバンク
（※）などを通じて必要としている
方に届ける「フードドライブ」を、
鳴門のまつりで実施します。
　食品庫をご確認いただき、該当する食品があり
ましたら、ぜひお譲りください。
※余剰食品や賞味期限が近づき販売・消費できな
い食品などを企業や個人から寄贈してもらい、
必要とされている団体や福祉施設などへ無償で
届ける活動・団体のこと。

10月20日（日）午前10時～午後３時日時

ボートレース鳴門
（鳴門のまつり会場  ６ページ参照）場所

賞味期限が12月１日以降の食品
（未開封の常温保存品に限る）

対象
食品

例
缶詰、レトルト食品、インスタント食品、
調味料、乾麺、米、お菓子、飲料（ジュー
スやお茶類）など

開封済みのもの、生鮮食品、冷凍食品、
お酒類（調味料を除く）、手作り品はお
受けできません。

NG

小
さ
な
心
掛
け
が
、
や
が
て
大
き
な
成
果
に

す
ぐ
に
で
き
る
！ 

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み

ご
家
庭
で

買
い
物
、
外
食
で

　冷
蔵
庫
や
食
品
庫
の
中
に
、
放
置
さ
れ
た
食
品
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

使
い
忘
れ
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
必
要
な
分
だ
け
食
品

を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
整
理
整
頓
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

冷
蔵
庫
や
食
品
庫
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク

　値
段
が
安
い
、
多
い
方
が
良
い
と
い
っ
て
食
品
を

買
い
過
ぎ
る
と
、
使
い
切
れ
ず
捨
て
て
し
ま
う
原
因

に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
少
量
サ
イ
ズ
や
小
分
け
の

商
品
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、

必
要
な
分
だ
け
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
分
だ
け
を
購
入

　消
費
・
賞
味
期
限
が
迫
っ
た
値
引
き
商
品
を
購
入

す
る
こ
と
は
、
廃
棄
に
よ
る
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
立

派
な
社
会
貢
献
で
す
。
す
ぐ
に
食
べ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
値
引
き
商
品
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

値
引
き
商
品
を
積
極
的
に
購
入

　色
々
な
料
理
を
注
文
し
た
く
な
る
外
食
で
す
が
、

注
文
の
し
過
ぎ
で
食
べ
残
し
て
し
ま
う
こ
と
も
。
料

理
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
考
え
、
食
べ
切
れ
る
量
を
注
文

し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
残
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
持
ち
帰
り
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
お
店
に
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
宴
会
な
ど
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
に

夢
中
に
な
っ
て
料
理
を
残
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
開
始
30
分
と
終
了
10
分
前
は
料
理
を

楽
し
む
時
間
に
し
て
、
お
い
し
く
食
べ
切
り

ま
し
ょ
う
。（
30
・
10
運
動
）

外
食
時
は
食
べ
切
れ
る
量
を
注
文

　消
費
期
限
は「
食
べ
て
も
安
全
な
期
限
」の
た
め
、

消
費
期
限
を
過
ぎ
て
い
た
ら
食
べ
な
い
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
お
弁
当
や
総
菜
、
生
菓
子
な
ど
、
劣
化
が

早
い
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
賞
味
期
限
は「
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期
限
」

の
た
め
、
賞
味
期
限
を
過
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
見
た
目
や
に
お
い
な
ど

で
、
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
個
別
に
判
断
し
ま
し
ょ

う
。
カ
ッ
プ
麺
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
、
劣
化
が
比

較
的
遅
く
保
存
の
利
く
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
・
賞
味
期
限
を
正
し
く
理
解

　よ
く
食
べ
残
し
が
発
生
し
て
い
る
の
に
、
毎
日
同

じ
分
量
の
料
理
を
作
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
作
る
前
に
、

家
族
に
食
べ
ら
れ
る
量
を
確
認
し
、
食
べ
残
し
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
ら
れ
る
量
を
作
る



6令和元年10月号

　本市では、四国のゲートウェイとなるための取り
組みとして、「四国の肉グルメフェス」を開催します。
当日は、四国各地の肉グルメが大集合するほか、19
日は「子どものまちフェスティバル」、20日は「鳴門の
まつり」を同時開催します。ぜひご来場ください。

　キックバイク体験、段ボールや折り紙を使った製
作体験など、頭と体を使うさまざまな「あそび」や体
験コーナーがみんなの参加を待っています。
※体験コーナーは午前10時15分から開始。

問 市子どものまちづくり推進協議会事務局
　 ☎088･684･1225

　会場駐車場は数に限りがあります。なるべく臨時
駐車場からの無料シャトルバスをご利用ください。
　シャトルバスご利用の方には肉グルメフェス店舗
で使用できる最大1,000円分のお食事
券が各日先着1,000人に当たります！

午前10時～午後４時 (雨天決行)
※20日（日）は午後３時まで。

午前10時～午後３時 (雨天決行)

　郷土の文化を大切にする心を育むことを目的とし
て、獅子舞や子どもみこしなどの地域で受け継がれ
ている祭りを紹介します。模擬店のほか、行政相談、
人権相談などの行政関係ブースも設けています。

問 鳴門のまつり実行委員会事務局
　 ☎088･684･1189

午前10時～午後３時 (雨天決行)

問 市役所戦略企画課　☎088・684・1120
　※イベント当日の問い合わせは

　☎070・6438・4196へ。　

臨 時 駐 車 場
市文化会館周辺駐車場（約600台）

第17回 子どものまち
 　　フェスティバル

10月19日（土）・20日（日）

肉グルメフェス
四
国
の

⚫消防署⚫消防署

撫養川

⚫鳴門市役所⚫鳴門市役所

⚫コンビニ

⚫市文化会館

PP
P ★★

10/
19
㈯

10/
20
㈰

同時開催

今年はボートレース鳴門で開催!

第18回
 鳴門のまつり



開催期間　10月６日（日）〜11月３日（日・祝）
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　市民手づくりのイベントとして、鳴門市内の41カ所でコスモス畑が出現します。
また、期間中に下記の８カ所で接待所を開設し、湯茶などのお接待を行います。
コスモス畑は、期間中いつでも観賞できますので、ぜひお越しください。

▼接待所開設日程

日　時 場　所 日　時 場　所

10月13日（日）
　　午前11時～午後２時

くろさき花広場
（黒崎小学校運動場）

10月26日（土）
　　午前10時30分～午後１時 川東公民館前

　　20日（日）
　　午前10時～午後３時

ボートレース鳴門
（「鳴門のまつり」協賛）

　　27日（日）
　　午前10時～正午 斎田汽車公園

　　24日（木）
　　午前９時～11時 大津松茂農業協同組合本所前 11月２日（土）

　　午前10時～正午 鳴門市役所前広場

　　26日（土）
　　午前９時～正午 阿波神社西県道北 　　３日（日・祝）

　　午前９時～11時30分
鳴門ウチノ海総合公園内
お花畑

2019 鳴門市友好コスモス祭り

問 市役所市民協働推進課 ☎088・684・1189　 鳴門市花街道・地域づくりネットワーク 勘川 ☎088・686・3978

『皆さん誘い合わせてお越しください！』

　市内各地で広がっている「いきいきサロン」にご参加の皆さん、
サロンに関心のある方、体操やサロン活動の紹介などを通じて
交流を深めましょう。

【準 備 物】動きやすい服装、上履き、飲み物
【申し込み】10月24日（木）までに市役所長寿介護課へ。

10月31日（木）
午前９時30分～午後０時15分

（開場は午前９時）

日 時

鳴門・大塚スポーツパーク
アミノバリューホール

場 所

いきいき百歳大交流大会

第3回

問 市役所長寿介護課 ☎088・684・1175

● いきいきサロンの活動紹介
● 協賛企業による相談
　 （食事、口腔ケア、排せつに関する
　 相談と商品紹介など）
● 理学療法士会
● 作業療法士会
● 栄養に関する展示
● 交通安全・消費者被害 など

ブース案内

 9：30 開会
 9：40 表彰
 9：50 サロン活動紹介
10：10 くっぽちゃんの健口体操
10：30 ブース紹介
11：00 休憩（ブースでの相談コーナー）
11：40 講演（作業療法士会・理学療法士会）
12：10 参加者全員で記念写真

プログラム

入場無料
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問 市環境政策課 ☎088・683・7571
　 （公社）徳島県獣医師会 ☎088・663・6607

※表面（往信）には申込先の住所を記入してください。

▼申し込みはがき記載例（裏面・返信用）

犬・猫の別、名前、年齢、
性別、毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　徳島県　第○号または
　徳島県鳴門市第○号
狂犬病予防注射済票番号
　令和元年度　第○号
申込者　住所
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　電話番号

避妊・去勢手術
助成申込書

郵便はがき

申
込
者
の

　
　
　住
　所

　
　
　氏
　名

返信

▼   犬の登録と狂犬病の予防注射を受けましょう
　生後91日以上の犬は、飼い犬の登録（生涯１回）
と狂犬病予防注射（毎年１回）が必要です。

▼   犬の飼い主などが変わったときは届け出を
　犬の飼い主が変わったときや住所が変わったと
き、飼い犬が死亡したときは届け出が必要です。

▼   鑑札と狂犬病予防注射済票を付けましょう
　飼い主が分かるように、飼い犬には必ず鑑札と
狂犬病予防注射済票を付けましょう。狂犬病予防
注射の接種後は注射済票の交付を受けてください。

▼   放し飼いはやめましょう
　放し飼いにしていると、他の人に迷
惑をかけたり、不測の事故によりけが
を負ったり、また病気に感染したりと
さまざまなリスクが上がります。

▼   フンの後始末は飼い主の責任です
　犬のフンの後始末は飼い主の責任です。散歩に
出るときは、袋やスコップなどを用意し、フンは
必ず持ち帰りましょう。

▼   飼い犬や飼い猫にも災害対策をしておきましょう
①災害時に備えたしつけを

　避難所では、大勢の人や他のペットと一緒に
生活することになります。むやみに吠えない、
ケージに慣らしておくなど、普段からしつけて
おきましょう。

②犬猫用の備蓄品を準備
　避難所では人に対する備えはされています
が、犬や猫に対する備えはなく、飼い主に準備
をお願いしています。食べ物や水、薬、食器な
どを準備しておきましょう。

③迷子札やマイクロチップを付ける
　突然の災害などで飼い犬や飼い猫とはぐれて
しまったときに、迷子札やマイクロチップを付
けておくことで、飼い主情報が確認できます。

▼   野犬や野良猫を増やさないようにしましょう
　犬や猫を飼う場合は、正しい知識を持って健康
や安全に気を配り、最後まで責任を持って飼いま
しょう。事情により、どうしても飼えなくなった
場合は、新しい飼い主を探しましょう。

犬猫の避妊・去勢
手術費用を助成します
　市では、飼い犬・飼い猫の避妊・去勢手術費用の
一部を助成しています。繁殖を望まない、子犬や子
猫が生まれても育てる自信がないという飼い主の方
は避妊・去勢手術を受けさせましょう。

【対　　象】 市内在住の方で、飼い犬（市への登録と
今年度の狂犬病予防注射が実施済みであること）
または飼い猫に、11月15日（金）から令和２年１月
20日（月）までの間に避妊・去勢手術を受けさせる方

【助 成 額】 １頭につき5,000円
【募集頭数】 犬・猫合わせて100頭
※申し込み多数の場合は抽選。

【申込方法】 往復はがきに、必要事項（申し込みはがき
記載例参照）を明記の上、（公社）徳島県獣医師会

（〒770・8007　徳島市新浜本町２丁目3番6号）へ
郵送してください。

※結果は返信用はがきで連絡します。
【申込締切】 10月31日（木）必着
【助成方法】 当選はがきを受け取った方は、県内の動物

病院に事前に問い合わせの上、受診してください。
受診後、病院窓口で当選はがきを提出し、手術料か
ら助成額を差し引いた額を支払うこととなります。

助成方法、手術方法

など、詳しくはお問

い合わせください。

犬 猫 快適に暮らすためのお願いと
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鳴門市・北島町
共同浄水場基本計画を

　策定しました

１

　旧吉野川を挟んだ対岸に位置する鳴門市
と北島町の浄水場は、どちらも旧吉野川か
ら取水しています。双方の浄水場では老朽
化が進み、耐震性能などに課題があるため、

　市と北島町が共同で整備する浄水場について、
基本的なコンセプトや整備方針、費用負担の考え
方などを定めたものです。

　
鳴門市・北島町
共同浄水場基本計画とは

▼ 基本的なコンセプト
建設場所
　鳴門市浄水場の用地を活用

施設能力
　市と北島町を合わせて53,000㎥／日の浄水
処理能力を持つ施設を整備
■現有施設能力
　鳴門市：56,850㎥／日　北島町：13,900㎥／日

処理方式
　実験の結果などを踏まえ、現在の処理方式
と同じ「凝集沈殿＋急速ろ過」方式を採用

事業方式
　民間事業者が持つノウハウを活用し、設計・
施工一体方式での発注

共同整備のメリット
●単独整備と比べ、
　約９億円の削減！
●補助率３分の１の
　 国庫補助金を活用し、
市の負担を軽減！

▼ 整備方針

▼ 概算事業費

災　
害に強い浄水場

　災害時にも浄水処理機能を停止するこ
となく、安全で安定的な給水ができる

効率性の高い浄水場
　水需要に応じた施設規模で、省エネル
ギーで効率的に運転管理ができる

維持管理しやすい浄水場
　原水の水質変動などへの対応や運転管
理がしやすく、将来の施設更新も可能

次世代に継承する浄水場
　ＩＣＴの活用による管理の省力化を図
り、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）や
フェーズフリーの視点を取り入れる

４

３

２

？
浄水場を共同で整備することとし、「鳴門市・
北島町共同浄水場基本計画」を策定しまし
た。なお、基本計画は市公式ウェブサイト
にも掲載しています。

問 市企業局浄水場 ☎088・698・2019

▼ 今後のスケジュール
◆ 令和元～２年度 ……  事業者選定

◆ 令和２～８年度 ……  詳細設計・建設工事

◆ 令和８年度 …………  全面供用開始予定

概算事業費

鳴門市
約��億円

約���億円

北島町
約��億円
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

本
市
の
学
校
給
食
は
、
少
子

化
な
ど
の
影
響
か
ら
、
提

供
食
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
み
で
全
市
分
の
給
食
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
大
麻
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
統
合
し
、
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
単
独
で
の
給
食
提

供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
統
合
に
併
せ
て
、
調

理
や
配
送
な
ど
の
一
部
業
務
に

つ
い
て
民
間
委
託
を
行
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記

の
５
カ
所
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

学校給食の運営に関する説明会
センター統合、運営の一部民間委託を実施

 問 市教育委員会教育総務課 ☎686・8801

水道管の漏水調査を実施します
宅地内での調査にご協力ください

問 市企業局水道事業課維持給水担当 ☎685・3330

安
定
的
な
水
の
供
給
と
事
業

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

地
下
に
埋
設
し
て
い
る
水
道
管

の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
水
道
管

は
、
道
路
下
の
水
道
本
管
か
ら

宅
地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

ま
で
で
、
調
査
の
際
に
は
、
宅

地
内
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
調

査
員
は
市
企

業
局
発
行
の

調
査
員
証
と

腕
章
を
携
帯

し
て
お
り
、

建
物
内
の
調
査

を
行
っ
た
り
、

費
用
の
請
求
や

機
器
の
販
売
を

し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
明
な
点
や
問
い
合
わ
せ
は
、

市
企
業
局
水
道
事
業
課
維
持
給

水
担
当
へ
。

【
調
査
予
定
期
間
】10
月
上
旬
～

令
和
２
年
３
月
上
旬

【
調
査
対
象
区
域
】

◎
鳴
門
町
：
全
域

◎
瀬
戸
町
：
島
田
島
地
区
全
域

※
緊
急
時
に
は
、
対
象
外
区
域

で
も
調
査
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

市からのお知らせ
City_information

年金の手続きにマイナンバーを

 徳島北年金事務所 ☎655・0200

各
種
年
金
請
求
の
手
続
き
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）を
利
用
す
る
こ
と
で
、
一
部

の
添
付
書
類
が
省
略
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
年
金
の
請
求
時
に

本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）を
記
入
す
る
と
住
民
票
や
所

得
課
税
証
明
書
を
添
付
し
な
く

て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個

人
番
号
）を
利
用
で
き
る
の
は
、

本
人
の
み
で
す
の
で
、
ご
利
用

の
際
に
は
、
下

記
の
も
の
を
忘

れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

が
確
認
で
き
る
も
の

（
例
）通
知
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）カ
ー

ド
な
ど

②
本
人
の
身
元
が
確
認
で
き
る

も
の

（
例
）運
転
免
許
証
、

保
険
証
、
年
金
手

帳
な
ど

※
通
知
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
の
場
合
は
1
点
、
顔

写
真
が
付
い
て
い
な
い
本
人

確
認
書
類
の
場
合
は
2
点
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
重
症
化
予

防
の
た
め
の
検
診
で
す
。
定
期

的
に
検
診
を
受
け
、
身
体
の
状

態
を
把
握
し
、
健
康
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】10
月
25
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館

【
対
象
】

①
30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
鳴
門

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

※
40
歳
以
上
の
方

は
、
無
料
で
頸け
い

部ぶ

エ
コ
ー
検
査

と
前
立
腺
が
ん

検
査
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
協
会
け
ん
ぽ
、
郵
政
共
済
組

合
の
被
扶
養
者

※
受
診
券（
セ
ッ
ト
券
）を
お
持

ち
の
方
に
限
り
ま
す
。

【
費
用
】①
は
千
円
、
②
は
無
料

【
申
し
込
み
】10
月
18
日（
金
）ま

で
に
被
保
険
者
証
を
市
役
所

保
険
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
以
降
は
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
医

療
機
関
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

特定健康診査を受診しましょう
10月25日（金）に鳴門ふれあい健康館で実施

 問 市役所保険課 ☎684・1204
問 市役所市民課年金担当 ☎684・1138

開催日 開催場所
10月11日（金） 第二中　２階　図書室　　　
10月15日（火） 第一中　２階　会議室　　　
10月16日（水） 鳴門中　２階　視聴覚室　　
10月17日（木） 大麻中　２階　多目的ホール
10月18日（金） 瀬戸中　１階　国際理解教室

※開始時刻はいずれも午後7時から。
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ド
イ
ツ
人
国
際
交
流
員
、
ダ

リ
オ
さ
ん
か
ら
楽
し
く
ド

イ
ツ
語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
は
無
料

で
す
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込

み
は
市
ド
イ

ツ
館
へ
。

◆
初
級
講
座

ド
イ
ツ
語
で
日
常
会
話
が
話

せ
る
よ
う
発
音
や
あ
い
さ
つ
、

文
法
を
練
習
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
７
日
か
ら
令
和
２

年
７
月
30
日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
　
午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】市
消
防
本
部

　
　
　
３
階
会
議
室

【
対
象
／
定
員
】初
め
て
ド
イ
ツ
語

を
勉
強
す
る
方
／
25
人
程
度

（
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
優
先
）

◆
中
級
講
座

毎
回
ド
イ
ツ
に
関
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
発
表
や
意
見
交
換

を
し
、
楽
し
み
な
が
ら
ド
イ
ツ

語
能
力
を
上
達
さ
せ
ま
す
。

【
日
時
】11
月
16
日
か
ら
令
和
２

年
７
月
18
日
ま
で
の
毎
月
第

３
土
曜
日
　
午
前
10
時
30
分

～
正
午

【
場
所
】市
ド
イ
ツ
館
小
会
議
室

【
対
象
／
定
員
】あ
る
程
度
の
ド
イ

ツ
語
の
読
み
書
き
や
日
常
会

話
が
で
き
る
方
／
12
人
程
度

（
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
優
先
）

ドイツ語講座受講生を募集します
ダリオさんからドイツ語を学ぼう

問 市ドイツ館 ☎679・9110

市
で
は
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
聴
覚
に 

障
が
い
の
あ
る
方
の
意
思
疎
通

を
支
援
す
る
た
め
に
、
要
約
筆

記
奉
仕
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
要
約
筆
記
」と
は
、
聴
覚
に

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
、
音

声
に
よ
る
話
の
内
容
を
そ
の
場

で
要
約
し
、
手
書
き
や
パ
ソ
コ

ン
に
よ
り
文
字
に
し
て
伝
え
る

筆
記
通
訳
の
こ
と
で
す
。

病
院
で
医
師
の
話
が
聞
き
取

り
に
く
い
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

壇
上
の
話
が
聞
き
取
れ
な
い
な

ど
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

が
不
便
を
感
じ
る
場
面
に
、
要

筆記通訳を利用してみませんか
無料で要約筆記奉仕員を派遣します

問 市役所社会福祉課 ☎684・1412

約
筆
記
奉
仕
員
を
派
遣
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
聴
覚
障

が
い
の
あ
る
方
、
も
し
く
は

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
要

約
筆
記
に
よ
る
意
思
疎
通
を

必
要
と
す
る
方

【
問
・
申
し
込
み
】事
前
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
派
遣

を
希
望
す
る
日
時
、
場
所
、

内
容
を
徳
島
県
筆
記
通
訳
者

協
会
鳴
門
支
部
め
だ
か（
☎
・

FAX
６
８
６･

9
０
３
１
）へ
。

※
依
頼
内
容
、
日
時

な
ど
に
よ
り
、
派

遣
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

基本方針の策定に皆さんの声を
パブリックコメントを実施します

 問 市役所幼保連携推進室 ☎684・1563

幼
保
連
携
推
進
室
で
公
表
し
て

い
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
体
験
入
級

う
ず
潮
教
室
は
、
不
登
校
・

引
き
こ
も
り
の
児
童
生
徒
や
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
学
校
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

個
人
や
集
団
で
の
学
習
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

学
校
・
社
会
復
帰
に
つ
な
げ
る
自

立
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

体
験
入
級
を

希
望
さ
れ
る
方
は

う
ず
潮
教
室
へ
。

◆
無
料
教
育
特
別
相
談

「
子
ど
も
が
学
校
へ
行
き
た

が
ら
な
い
」「
ど
う
対
処
し
て
い

教育の悩みをサポートします
「うず潮教室」をご利用ください

問 市適応指導教室「うず潮教室」 ☎660・1733

い
か
分
か
ら
な

い
」な
ど
、
お
子

さ
ん
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
方

は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】10
月
17
日
、
11
月
14
日
、

令
和
２
年
１
月
16
日
、
２
月

13
日（
各
木
曜
日
）

午
後
２
時
～
５
時

※
１
人
１
時
間
、
秘
密
厳
守
。

【
場
所
】う
ず
潮
教
室

【
相
談
員
】宮
内
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
野
田 

陽
子
先
生

【
問
・
申
し
込
み
】相
談
は
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望

の
方
は
う
ず
潮
教
室
へ
。

左
表
の
基
本
方
針
の
策
定
に

当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
基
本

方
針
案
は
、
期
間
中
に
市
役
所

鳴門市就学前教育・保育の
あり方に関する基本方針素案
について

募　集
期　間 10月16日（水）～11月14日（木）

内　容
就学前教育・保育環境の充実を
図るため、本市の実情にあった

「就学前教育・保育のあり方に関
する基本方針」を策定する。

閲覧　
場所・
担当課

市役所幼保連携推進室
☎ 684・1563
FAX 684・1337
Eメール：yoho@city.naruto.
　　　　  i-tokushima.jp

対象者

①市内在住、在勤、在学の方
②市内に事務所または事業所があ
　る個人や法人、その他の団体
③この手続きに係る案件に利害関
　係がある方
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お
ゆ
ず
り
し
ま
す  

※
無
料

　◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト（
赤
ち
ゃ

　
　
ん
用
）◆
学
習
机（
木
製
）

　◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
め
ぐ
る
世
界
の
鉄
道

　
33
巻

　
◆
猫
の
砂
10
㍑
１
袋

※
複
数
応
募
の
場
合
は
抽
選
。

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
15
日（
火
）ま

　
で
の
平
日
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
の
間
に
市
消
費
者
協
会（
☎

６
８
６･

３
７
７
６
）へ
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
10
月
12
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
14
日（
月
・
祝
）は
平
常
通
り
ご
み

の
収
集
・
持
込
受
付
を
し
ま
す
。

問 
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３･

７
５
７
３

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
家
屋
の

税
務
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
対
象

家
屋
に「
固
定
資
産
評
価
補
助
員

証
」と
名
札
を
携
帯
し
た
職
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。
職
員
を
装
う
不
審

人
物
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当 

　 

☎
６
８
４・１
１
３
１

マ
イ
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
せ
ん
か

　
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
の
マ
イ
バ
ッ
グ

を
作
っ
て
、
レ
ジ
袋
削
減
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。
事
前
予
約
の
上
、
持

参
ま
た
は
メ
ー
ル
で
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

デ
ザ
イ
ン
画
を
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（haiki_taisaku@
city.naruto.

i-tokushim
a.jp

）へ
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３･

７
５
７
３

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　
共
同
募
金
は
民
間
の
社
会
福
祉
事

業
を
支
援
す
る
た
め
、10
月
１
日（
火
）

か
ら
全
国
一
斉
に
展
開
し
ま
す
。

問 
市
社
会
福
祉
協
議
会

　 

☎
６
８
５･
７
１
７
０

市
児
童
福
祉
審
議
会

　審
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】10
月
31
日（
木
）

　
　
　
午
後
３
時
～

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

問 

市
役
所
幼
保
連
携
推
進
室 

　 

☎
６
８
４・１
５
６
３

市
の
物
品
を
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

　
市
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
物
品
を

同
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却
し
ま
す
。

物
品
は
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
」↓「
ヤ
フ

オ
ク
！
」↓「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

↓「
鳴
門
市
」か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】10
月
23
日（
水
）午
後
１

　
時
～
11
月
８
日（
金
）午
後
２
時

※
申
込
期
間
中
に
物
品
の
下
見
が
で

　
き
ま
す
。（
要
予
約
）

問 
市
役
所
契
約
検
査
室 

　 
☎
６
８
４・１
１
６
１

今
月
の
納
期

市
県
民
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料（
各
３
期
）、
国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料 （
各
５
期
）

　
10
月
31
日（
木
）ま
で
に
市
役
所
税

務
課
、
保
険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
10
月
５
日
、
11
月
２
日（
各
土
曜

日
）は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
０

時
30
分
ま
で
市
役
所
市
民
課
窓
口
を

開
庁
し
ま
す
。
た
だ
し
、
住
所
の
異

動
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

同
課 

☎
６
８
４・１
１
３
５

し
尿
く
み
取
り
手
数
料
改
定

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
し

尿
く
み
取
り
手
数
料
に
か
か
る
税
率

を
８
％
か
ら
10
％
に
改
定
し
ま
す
。

問 

市
清
掃
協
同
組
合

　 

☎
６
８
５･

１
６
８
５

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

【
日
時
】10
月
４
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
内
容
】不
動
産
の
価
格
や
有
効
利
用

問 

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　 

☎
６
２
３・７
２
４
４

無
料
調
停
相
談

　
弁
護
士
を
含
む
調
停

委
員
が
、
民
事
・
家
事

の
調
停
手
続
き
の
利
用

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】10
月
23
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
予
約
不
要
。

【
場
所
】松
茂
町
総
合
会
館
２
階

　（
松
茂
町
広
島
字
東
裏
30
番
地
）

問 

鳴
門
簡
易
裁
判
所

　 

☎
６
８
６・２
７
１
０

保
険
料
口
座
振
替
収
納
済
通
知
書

（
領
収
証
書
）を
廃
止

　
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
を
口
座

振
替
で
納
付
し
て
い
る
方
に
は
、「
口

座
振
替
収
納
済
通
知
書（
領
収
証

書
）」を
最
終
納
期
終
了
後
の
４
月
に

送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
費
節
減

と
省
資
源
化
の
観
点
か
ら
、
今
年
度

分（
令
和
２
年
４
月
発
送
分
）か
ら
廃

止
し
ま
す
。
今
後
、
口
座
振
替
の
振

替
結
果
は
、
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
に

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 
市
役
所
保
険
課 

　 
☎
６
８
４・１
１
３
０

生
活
・
暮
ら
し

● 費用などの記載がない場合、無料です。

団 地 名 階 家賃（所得に応じて）構 造 間 取 り 
高 島 А ３ 25,000～37,200円 ４階建 3DK・66．0㎡
明神第２ １ 16,700～24,800円 ４階建 3DK・57．7㎡
桑島第２Ｂ ４ 16,300～24,300円 ５階建 3DK・56．6㎡
桑島第２Ｂ ４ 16,300～24,300円 ５階建 3DK・56．6㎡
矢 倉 Ｊ ２ 8,800～13,200円 ４階建 2DK・37．5㎡

※矢倉Ｊは単身入居が可能。（入居条件あり）
※矢倉Ｊには駐車場がありません。
※入居は12月１日（日）からです。

▼  申し込みの際に、マイナンバーを利用する場合は、
　マイナンバー通知カードと本人確認書類を持参して
　ください。マイナンバーの利用方法や入居資格など、
　詳しくは市役所まちづくり課（☎684・1162）へお問
　い合わせください。

受付日：10月７日（月）、８日（火）　抽選日：10月11日（金）市営住宅の入居者募集（一般住宅）



13 令和元年10月号

コ
ン
ビ
ニ
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
休
止

　10
月
５
日（
土
）、
８
日（
火
）は
、

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

同
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
。 

問 

市
役
所
市
民
課 

　 

☎
６
８
４・１
１
３
５

優
良
従
業
員
の
推
薦
を

　
市
内
事
業
所
に
勤
務
の

従
業
員
で
、
勤
務
成
績
が

特
に
優
秀
な
方
を
、
11
月

21
日（
木
）に
う
ず
し
お
会

館
で
表
彰
し
ま
す
。
事
業

主
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】勤
続
10
年
、
20
年
、
30
年
、

　
40
年
以
上
の
従
業
員

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
31
日（
木
）ま

　
で
に
鳴
門
商
工
会
議
所（
☎
６
８

　
５・３
７
４
８
）ま
た
は
大
麻
町
商

　
工
会（
☎
６
８
９・０
２
０
４
）へ
。

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

【
日
時
】10
月
16
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　（
最
終
受
付
：
午
後
３
時
）

【
定
員
】40
人（
先
着
順
・
予
約
制
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
程
度
。

【
場
所
】徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　（
徳
島
市
徳
島
町
１
丁
目
５
番
地
１
）

【
問
・
申
し
込
み
】平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
同
裁

判
所（
☎
６
０
３・０
１
１
１
）へ
。

鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館
休
館

　
電
柱
移
設
工
事
に
よ
る
停
電
の
た

め
、
10
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
）は

全
館
休
館
し
ま
す
。

※
工
事
当
日
が
雨
天
の
場
合
は
、
26

日（
土
）、
27
日（
日
）に
変
更
と
な

り
ま
す
。

問 

市
健
康
増
進
課 

　 

☎
６
８
４・１
５
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
の
お
願
い

　
本
市
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

に
は
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・

電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会

書
」（
交
付
通
知
書
は
が
き
）を
送
付

し
て
い
ま
す
。
届
い
た
方
は
内
容

を
ご
確
認
の
上
、
お
早
め
に
受
け

取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
６
月
24
日
か

ら
平
成
29
年
12
月
末
日
ま
で
に
交

付
通
知
書
が
届
い
た
方
で
、
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
10

月
31
日（
木
）ま
で
に
市
民
課
へ
受

け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
保
管

期
間
経
過
後
は
廃
棄
し
ま
す
。
廃

棄
後
は
、
改
め
て
申
請
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 

同
課 

☎
６
８
４・１
０
９
２

講
座・教
室・試
験
な
ど

兼
松
病
院
　
健
康
教
室

【
日
時
】10
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

【
場
所
】同
病
院
４
階
デ
イ
ル
ー
ム

【
内
容
】介
護
疲
れ
に
な
る
前
に
知
っ

　
て
お
き
た
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

【
講
師
】ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
　
　
福
島 

徹
也
氏

問 
同
病
院 

☎
６
８
５･

４
５
３
７

ラ
ジ
オ
体
操
秋
季
指
導
者
講
習
会

【
日
時
】11
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
10
日（
木
）ま

　
で
に
か
ん
ぽ
生
命
保
険
四
国
エ
リ

ア
本
部
総
務
局（
☎
０
８
９・９
３

　
６・５
６
１
５
）へ
。

無料相談
行政相談 日時  10月11日（金） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当： 梯

かけはし

問 市役所秘書広報課 ☎684・1118
人権相談 日時  10月18日（金） 13：30～16：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 市役所人権推進課 ☎684・1423
成年後見制度相談 ※原則予約
日時  10月16日（水） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175
成年後見・相続・遺言の相談 日時  10月11日（金）
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性相談 日時  月～金曜（休日除く） ９：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 ぱぁとなー ☎684・1413、☎684・1408
心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館
　 　２階 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170
職業相談 日時  10月９日（水） 13：30～14：30
場所  市川崎会館 １階相談室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270
身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く）
　9：30～12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144
NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） ９：00～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200
消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く） ９：30～
　15：30  場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776
法務相談※要予約
日時  10月21日（月）15：00～17：00
場所  市消防本部３階会議室
内容  くらしの法務相談全般
問 四国市民法務サポート 森江 ☎080・4138・5462
　 Ｅメール：daizo-3@nifty.com
年金相談 ※要予約
日時  10月17日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階 第２会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081
若者の就労相談会 ※要予約
日時  10月１日、８日、15日、29日（各火曜日）、23日（水）
　　 13：00～16：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要確認）
問 とくしま地域若者サポートステーション
     ☎602・0553
認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  10月23日（水） ９：00～11：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417
介護者家族の会による相談
日時  10月８日（火） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館
　 　２階 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417
不動産相談 日時  10月15日（火） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 徳島県宅地建物取引業協会 ☎625・0318

　今年新しく産声を上げた合唱の祭典。第１回演奏会は、市内
で活動しているコーラスグループ12団体が日頃の練習の成果を
披露します。どんな歌声が飛び出すか、お楽しみに。

【日時】 10月27日（日） 午後２時開演（午後１時30分開場）
【場所】 市ドイツ館
問 「なると合唱祭」事務局　吉永 ☎ 685・7814

まちづくり活動応援補助金事業

第１回なると合唱祭



介
護
助
手
募
集

　
シ
ニ
ア
世
代
で
興
味
の
あ
る
方
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
９
日（
水
）午
後
2
時
～

【
場
所
】介
護
老
人
保
健
施
設 

み
ど

り
の
里

問 
同
施
設 

☎
６
８
７･

３
３
５
５

催
し・イ
ベ
ン
ト

ド
イ
ツ
グ
ル
メ
ッ
セ
２
０
１
９

【
日
時
】10
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

【
場
所
】市
ド
イ
ツ
館
１
階
大
ホ
ー
ル
、

　
　
　
同
館
前
広
場

問 
同
館 

☎
６
８
９･

０
０
９
９

第
51
回
北
灘
ま
つ
り

■
第
一
部
：
北
灘
公
民
館
で
開
催

【
日
時
】10
月
14
日（
月
・
祝
）正
午
～

【
内
容
】瀬
戸
中
演
奏
会
、
舞
踊
な
ど

■
第
二
部
：
旧
北
灘
中
学
校
で
開
催

【
日
時
】10
月
27
日（
日
）午
前
10
時
～

【
内
容
】瀬
戸
中
・
明
神
小
合
同
演
奏

会
、
獅
子
舞
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

問 

北
灘
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　 

☎
６
８
２・０
４
４
２

あ
い
♥
あ
い
フ
ァ
ミ
サ
ポ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

【
日
時
】10
月
22
日（
火
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】四
国
大
学
体
育
館

問 
鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　 
セ
ン
タ
ー 

☎
６
８
３･

０
７
８
８

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

【
日
時
】10
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
時
は
27
日（
日
）に
順
延
。

【
集
合
場
所
】市
賀
川
豊
彦
記
念
館
前

【
コ
ー
ス
】２
㌔
、
５
㌔
、
７
㌔

【
費
用
】大
人
５
０
０
円
、

　
　
　
子
ど
も
３
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

問 

同
館 

☎
６
８
９・５
０
５
０

親
子
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
＆

リ
ー
ス
作
り

【
日
時
】11
月
24
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

【
場
所
】穴
吹
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】５
０
０
円

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
。（
停
留
所
：

徳
島
駅
前
ほ
か
）

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
７
日（
木
）

ま
で
に
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会（
☎
６
５
４・
７
４
１
８ 

FAX

６
５
４・７
４
１
４ 

Ｅ
メ
ー
ル
：

m
ailadm

@
tbjcenter.jp

）へ
。

「
第
九
」合
唱
団
員

　
令
和
２
年
６
月
７

日（
日
）に
開
催
さ
れ

る
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
生
誕
２
５
０
周
年
記
念
第
39
回

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
第
九
」交
響
曲
演

奏
会
の
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
参
加
資
格
】中
学
生
以
上
で
所
定
回

　
数
の
練
習
に
参
加
で
き
る
方

※
学
生
以
外
は
会
員
加
入
が
必
要
。

　（
年
会
費
８
千
円
）

【
募
集
人
数
】６
０
０
人

【
費
用
】一
般
：
２
万
２
千
円（
チ
ケ

　
ッ
ト
、
交
流
会
費
、
昼
食
代
な
ど
）

と
８
千
円（
年
会
費
）

　
大
学
生（
30
歳
未
満
）：
千
円

※
中
・
高
校
生
は
無
料
。

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
31
日（
木
）ま

　
で
に
申
込
書
に
費
用
を
添
え
て
認

　
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門「
第
九
」を
歌

　
う
会（
市
文
化
会
館
２
階
第
九
事

　
務
所
☎
６
８
６・９
９
９
９
）へ
。

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
16
日（
水
）ま

　
で
に
市
役
所
水
産
振
興
室（
☎
６

　
８
４・１
１
５
２
）へ
。

鳴
門
教
育
大
学
公
開
講
座

「
衣
・
食
・
住
の
片
付
く
仕
組
み
」

【
日
時
】10
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】同
大
学 

教
授
ス
キ
ル
演
習
室

【
対
象
】社
会
人
、
現
職
教
員

【
定
員
／
費
用
】25
人
／
千
円

【
講
師
】同
大
学 

坂
本 

有ゆ

芳か

准
教
授
、

　
ラ
イ
フ
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
　
藤
原

　
百ゆ

理り

氏

【
問
・
申
し
込
み
】同
大
学
学
術
情
報

推
進
課（
☎
６
８
７・６
０
９
８
）へ
。

募
　
　
集

「
自
衛
官
」に
な
り
ま
せ
ん
か

【
種
目
・
資
格
】自
衛
官
候
補
生（
男

子
・
女
子
）＝
18
歳
以
上
33
歳
未

満（
高
校
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

【
受
付
期
間
】随
時
募
集
中

【
試
験
日
】11
月
８
日（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
自
衛
隊
鳴
門
地
域
事
務
所

　 

☎
６
８
５･

５
３
０
６

新
池
川
の
清
掃
奉
仕
活
動
参
加
者

【
日
時
】10
月
６
日（
日
）午
前
10
時
～

【
場
所
】新
池
川
広
場（
鳴
門
警
察
署
西
）

※
水
仙
の
植
栽
も
行
い
ま
す
。

問 
新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会 

乾

　☎
０
９
０・３
１
８
１･

１
４
０
２

講
座・教
室・試
験
な
ど

鳴
門
病
院
　
糖
尿
病
教
室

【
日
時
】10
月
８
日
、
29
日（
各
火
曜

　
　
日
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】同
病
院
３
階
大
会
議
室

【
内
容
】８
日
：
糖
尿
病
の
基
礎
知

識
、
食
事
、
運
動

　
29
日
：
糖
尿
病
の
検
査
、
日
常
生

活
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
、
災
害
、
食
事

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

問 

同
病
院
☎
６
８
３
・０
０
１
１

小
川
病
院
　
糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

【
日
時
】10
月
12
日（
土
）

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

【
場
所
】同
病
院
６
階
会
議
室

【
内
容
】「
糖
尿
病
／
物
忘
れ
と
運
動
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と
認
知
予

防
を
目
的
と
し
た
簡
易
な
運
動

【
講
師
】理
学
療
法
士 

吉
村 

俊
二
氏

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
11
日（
金
）ま

　
で
に
同
病
院（
☎
６
８
６・
２
３
２

　
２
）へ
。

旬
の
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

【
日
時
】10
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
費
用
】１
５
０
０
円

※
当
日
集
金
。（
お
土
産
あ
り
）

【
準
備
物
】よ
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ

ロ
ン
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
ぬ

れ
て
も
よ
い
服
装

● 費用などの記載がない場合、無料です。

ASAまるごと体験バスツアー参加者募集!!
　鳴門市、東かがわ市、南あわじ市の「いいとこ」をバスで巡りませんか。

【日　程】 11月16日（土）　【対象／定員】 市内在住の方／15人
【費　用】 大人2,000円（小学生以下1,000円）※飲食代、大谷焼送料は個人負担。
【行き先】 イングランドの丘、田村陶芸展示館、讃

さ ん

州
しゅう

井
い

筒
づ つ

屋
や

敷
し き

など
【集合場所／集合時間】 市役所／午前８時40分（午後５時50分解散）
【問・申し込み】 10月23日（水）までに市公式ウェブサイトに掲載の参加申込書
　を市役所戦略企画課（☎ 684・1120／FAX 684・1336）へ。
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ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
オ
ラ
レ
美
馬
開
設
10
周
年
記
念
競
走

　
10
月
10
日（
木
）～
13
日（
日
）

●
松
茂
町
ほ
か
２
町
競
艇
事
業
組
合

　
開
設
51
周
年
記
念
競
走

　
10
月
21
日（
月
）～
25
日（
金
）

●
蛭
子
能
収
杯
競
走

　
10
月
29
日（
火
）～
11
月
３
日（
日
・
祝
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　 

☎
６
８
５・８
１
１
１

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク

観
光
体
験
ツ
ア
ー

●
大
谷
地
区
コ
ー
ス

【
日
時
】10
月
６
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

【
集
合
場
所
】堀
江
北
小
学
校
前

　
大
谷
は
ま
ぼ
う
広
場
駐
車
場

●
大
毛
地
区
コ
ー
ス

【
日
時
】11
月
３
日（
日
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

【
集
合
場
所
】網
干
駐
車
場（
鳴
門
グ

　
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
横
）

問 
柳
澤 

☎
０
９
０･

７
６
２
７・０
３
７
１

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
全
作
品
と
も
市
役
所
本
庁
２
階
で

展
示
。
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
文

化
交
流
推
進
課（
☎
６
８
４・１
２
１

４
）へ
。

※
土
日
・
祝
日
な
ど
市
役
所
閉
庁
時

　
は
来
場
で
き
ま
せ
ん
。

■「
市
下
水
道
課
」（
下
水
道
・
浄
化

槽
Ｐ
Ｒ
展
）

【
期
間
】10
月
７
日（
月
）～
18
日（
金
）

■「
市
ド
イ
ツ
館
」（
ド
イ
ツ
兵
の
慰
霊
碑

建
設
１
０
０
周
年
に
関
す
る
展
示
）

【
期
間
】10
月
21
日（
月
）～

　
　
　
11
月
１
日（
金
）

子
育
て
サ
ロ
ン
・
ほ
っ
ぺ

【
日
時
】10
月
２
日
、
９
日
、
23
日（
各

　
　
　
水
曜
日
）午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】斎
田
公
民
館
３
階

【
内
容
】手
作
り
絵
本（
２
日
）、
折
り

　
紙
、
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

問 
黒
田 

☎
０
９
０･

２
８
９
５・２
８
７
０

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

【
日
時
】10
月
５
日（
土
）、
11
月
２
日

　
　
　（
土
）午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委 

     

員
会 

☎
６
８
４・１
１
５
２

「
た
ぬ
き
山
大
権
現
」お
披
露
目
式

【
日
時
】10
月
10
日（
木
）午
前
11
時
～

【
場
所
】清
少
庵「
天
塚
」

問 
観
音
寺 

☎
６
８
６･

３
９
５
３

板
東
公
民
館
イ
ベ
ン
ト

　
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
板
東
公
民
館
で

開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

同
館（
☎
６
８
９・３
３
６
０
）へ
。

■
歴
史
講
座「
中
世
細
川
氏
と
萩
原

　
光
勝
院
」

【
日
時
】10
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

■
ス
ッ
キ
リ
ツ
ボ
ス
ト
レ
ッ
チ

【
日
時
】10
月
31
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

第
九
の
里
ま
つ
り

【
日
時
】10
月
27
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時（
小
雨
決
行
）

【
場
所
】道
の
駅「
第
九
の
里
」物
産

館
周
辺（
市
ド
イ
ツ
館
南
側
）

【
内
容
】福
引
き
や
ろ
く
ろ
体
験（
有

料
）、
む
か
し
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問 

同
館 

☎
6
８
９・１
１
１
９

ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
書
家
と
俳
人
の
コ
ラ
ボ
作
品
、

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
な
ど
を
展
示
。

【
期
間
】10
月
30
日（
水
）ま
で

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

※
月
曜
日
は
休
館
。

【
場
所
】カ
フ
ェ 

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

問 

同
所 

☎
６
８
７・０
９
３
３

第
21
回
大
麻
町
文
化
展

【
日
時
】11
月
２
日（
土
）午
前
９
時
～

　
午
後
４
時
30
分
、
３
日（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】堀
江
公
民
館

【
展
示
作
品
】絵
画
、
書
道
、
生
花
、

　
手
工
芸
、
写
真
、
陶
芸
な
ど

問 

堀
江
・
板
東
地
区
自
治
振
興
会

　 

青
木 

☎
６
８
９・４
２
４
６

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程

●
10
月
13
日（
日
） 

午
後
２
時
～

　
対 

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

●
10
月
27
日（
日
） 

午
後
２
時
～

　
対 

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

問 

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　 

☎
６
７
２・７
３
３
９

鳴
門
ら
っ
き
ょ
の
花
ま
つ
り

【
日
時
】11
月
３
日（
日
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

【
場
所
】鳴
門
町
土
佐
泊
浦

　
　
　（
鳴
門
公
園
線
沿
い
）

問 
Ｊ
Ａ
徳
島
北
・
大
毛
島
ブ
ラ
ン
ド

　
確
立
協
議
会 

☎
６
８
７･

３
１
１
１

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し 

※
入
場
無
料

ブ
レ
ー
キ
・
ア
ク
セ
ル
の

踏
み
間
違
い
体
験

【
日
時
】10
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
同
店
南
側
駐
車
場
で
実
施
。

問 
湯
浅 

☎
６
８
６・０
１
２
５

第
41
回
白
鳳
洋
画
グ
ル
ー
プ
展

【
期
間
】10
月
18
日（
金
）～
20
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問
     

 

白
鳳
画
材 

☎
６
８
６・６
２
６
３

第
12
回
草
と
木
と
石
の
創
作
展

【
期
間
】10
月
26
日（
土
）～
28
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

問 
益
岡 

☎
０
９
０･

１
０
０
６・４
４
３
２

「
高
木
要
」水
彩
画
展

【
期
間
】10
月
31
日（
木
）～

　
　
　
11
月
５
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

問 
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 
☎
６
８
５・３
５
４
３

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【
日
時
】10
月
16
日
、
30
日（
各
水
曜

　
日
）午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
費
用
】１
回
５
０
０
円（
初
回
無
料
）

問 
㈱
ポ
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
脳
若
事
業
部 

　 

☎
６
８
４・４
１
３
８

図
　
書
　
館

10
月
の
休
館
日

▼
１
日（
火
）

▼
４
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

▼
８
日（
火
）▼
15
日（
火
）

▼
22
日（
火
・
祝
）▼
29
日（
火
）

問 
同
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

情報ガイド INFORMATION  GUIDE
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▼ 10月１日～ ドイツからの新国際交流員
　　　　　　  ダリオ・シュトライヒさん

▼10月16日～ なると観光ボランティアガイド会
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼ 10月１日～ 天神祭奉納舞踊／板東　公
いさお

（徳島市）

▼10月16日～ 初秋の頃／石川　光夫（吉野川市）
放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド



Health Info
徳島県鳴門病院からのお知らせ
最新リニアック（放射線治療装置）を導入しました!!

お 知
ら せ

16令和元年10月号

これにより

①全身の治療と部位ごとに適切な治療が可能に
②より精度の高い位置合わせが可能に
③治療時間が短縮でき、患者への負担が軽減

大きな効果が期待できます！

健康相談
【日　時】 10月３日（木）、16日（水）
　　　　 午前９時30分～11時

【場　所】 鳴門ふれあい健康館１階

乳幼児健診
【場　所】 鳴門ふれあい健康館３階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 10月11日（金）
　 対 平成28年４月生まれ 受 12：30～12：45
■１歳６カ月児健診  実 10月17日（木）
　 対 平成30年３月生まれ 受 12:30～12:45
■９カ月児健診  実 10月10日（木）
　 対 平成30年12月生まれ 受 12：20～12：40
■４カ月児健診  実 10月10日（木）
　 対 令和元年５月生まれ 受 12：40～13：00
■ 股関節脱臼検診  実 10月18日（金）
　 対 令和元年６月、８月生まれ 
　 受 12：40～13：00

マタニティー教室
【場　所】 子育て世代包括支援センター
① マタニティー教室（妊娠編）

【日　時】10月８日（火）午前10時～11時30分
【対　象】妊娠16週以降の方
【内　容】妊娠中の過ごし方、出産に向けての準

備、パパになる準備、妊娠中～産後の食事など
② マタニティー教室（育児編）

【日　時】10月23日（水）午前10時～11時
【対　象】妊娠24週以降の方
【内　容】新生児期の赤ちゃん、産後の体と

心のケア、赤ちゃんの泣きいろいろ、制
度のおはなしなど

【①・②の申し込み】 参加希望日の１週間前
　までに、表題《子育て世代包括支援セン

ター》へ電話・ファクス・Eメールまたは電
子申請（市公式ウェブサイト内）のいずれ
かの方法でお申し込みください。沐

も く よ く

浴実
習については随時行っています。事前に
予約をお願いします。

　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 午前9時～午後10時
※午後10時からは、徳島県鳴門病院など

二次救急医療機関をご利用ください。
10月６日（日）古林内科（板東）
 ［内・呼・循］ ☎689・3366
　　　　13日（日）レディースクリニック兼松産婦人科（南浜）
 [内・小・産］ ☎685・1103
　　　　14日（月・祝）兼松病院（斎田）
 ［内・外・胃］ ☎685・4537
　　　　20日（日）谷医院（斎田）
 ［内・消・胃］ ☎686・3569
　　　　22日（火・祝）南海病院（土佐泊浦）
 ［精・神・内］ ☎687・0311
　　　　27日（日）高田内科医院（黒崎）
 [内・呼・消] ☎684・0031

休日当番医

　徳島県鳴門病院では、がん治療の高度化を図るため、徳島県の長期
借入金制度を活用して、県内で最新となる高精度リニアックを導入し
８月１日から本格稼動しています。
　リニアックは、電気によって高速に加速した電子により発生するＸ
線や電子線を用いて放射線治療を行います。
　今回導入されたリニアックは、各患者さんの治療内容に応じてＸ線
３種類、電子線５種類のエネルギーを選択できるとともに、早く正確
に治療場所を確認できるイメージングガイド機能を搭載しています。

　少子高齢化に伴い、医療や介護に対する需要が多様化・複雑化する
中、鳴門市も開業医師の高齢化や医療従事者の不足、医療費・介護給
付費の増大など、さまざまな課題を抱えています。
　「医療は限りある資源」であり、医療従事者の献身的な努力により私
たちの健康が支えられています。将来に
わたって持続的に地域医療を確保し、い
つまでも健康で安心して暮らしていくた
め、市民・医療機関・行政が協力しあって、
地域の医療を守っていきましょう。

地域の医療を守るために私たちができることって？

1 日常的な健康管理に取り組む。
2 病気の予防、早期発見・早期治療を心掛ける。
3 かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬剤師などを持つ。
4 緊急の場合を除いて、診療時間内に受診する。
5 病状に応じて適切な医療機関を選択できるよう心掛ける。

地域の医療を守り育むために地 域
医 療

問 徳島県鳴門病院放射線治療室 ☎683・0011（内1128）

徳島県鳴門病院では、これからも地域の
中核病院として機能の向上に努めます。

これにより



すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《母子保健、栄養指導》☎684・1232　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1206
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・0003  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館内　市健康増進課、子育て世代包括支援センター

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

　乳がんは、乳腺にできるがんで、30歳代から増え、50歳代までの働き盛りの世代に
多く、この年代の女性のがん死亡原因のトップとなっています。
　しかし、乳がんは早期発見・早期治療で治る病気でもあります。
　40歳になったら、２年に1回の検診を受けましょう。
　また、乳がんは自分で発見できる可能性があるがんです。月に1回のセルフチェックを
行いましょう。

電子申請
2次元コード

携帯・スマホからも
お申し込みいただけます。

◆自己触診のタイミング
　閉経前の方…月経終了後、１週間以内の乳房が柔らかい時期に行いましょう。
　閉経後の方…毎月一定の日を決めて行いましょう。

◆自己触診の方法
1 見てみる
鏡の前で両腕を上げたり、下げたりして、乳房や乳首をよく観察しましょう。
●乳房にひきつれ、くぼみ、変色はないか
●乳首がへこんだり、湿疹、ただれはないか
2 触ってみる
あおむけに寝て、一方の手を頭の方へ伸ばします。
もう一方の手の指をそろえ、指のはらで乳房を上から柔らか
く押さえるように触れます。
●そろえた指のどれかに他と異なった硬さのものが触れないか
●脇の下も忘れずに、しこりがないか触ります
3 絞ってみる
乳首を軽くつまみます。
●異常な分泌液が出ないか、特に血液が混ざったような液が出ないか

▼ 令和元年度乳がん検診のご案内 〜早期発見のために、忘れず検診を受けましょう〜
対象年齢 料　金 受診期間 申　込　先

40歳以上（女性） 1,500円 令和２年３月31日まで 市健康増進課

※もしも異常に気づいたときは、早めに専門医の診察を受けましょう

10月は乳がん月間です
２年に1回の検診と月に1回のセルフチェックで早期発見

検診
案内

　市内に住民登録をし、令和2
年3月31日を基準日として、上
記対象年齢に達している方
※平成30年4月1日から平成31

年3月31日までの間に受診し
ていない方

①令和2年3月31日を基準日として、70歳に達している方
②65歳以上69歳以下の障がい認定による後期高齢者医療受給者の方
③対象年齢で生活保護世帯に属する方
④対象年齢で市民税(当該年度)非課税世帯に属する方
※②③④に該当する方は、検診申し込み時にお申し出ください。
　③④に該当する方は、事前に免除申請の手続きが必要です。

対
　
象

検
診
料
無
料
の
方

1

内側半分と外側半分に分けて矢印の方向に軽
く押しながら触ります

2

3

17 令和元年10月号

月に1回のセルフチェック
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Ｑ１部落差別解消推進法が制定
されたことの意義は？

Ａ１部落差別解消推進法の制定の意義は、部
落差別が「考え方や理解の違い」の問題で

はなく、新たに法律を制定して、解決に向けた取り
組みを進めなければならないことを国が明確に示し
たことです。

Ｑ２部落差別解消推進法はどのような内容？

Ａ２部落差別解消推進法は、次の内容となっ
ています。

◎部落差別の解消を初めて法律で明記
第1条で「部落差別は許されないものであるとの認
識の下に…部落差別の解消を推進し、もって部落
差別のない社会を実現する」と明記し、初めて部落
差別の解決を目的として、国・地方公共団体が取
り組む姿勢を示した法律です。
◎部落差別の解消について、国民全ての理解を深め
　ると規定
第２条で「部落差別の解消に関する施策は、…部落
差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理
解を深めるよう努めることにより、部落差別のな
い社会を実現する」とし、部落問題への理解を深め
る施策を推進することが部落差別のない社会の実
現に向かうとしています。

◎国･地方公共団体に「部落差別の解消に関する施策」
　推進の意義を規定
これまでは、限定された「同和対策事業」の実施に
とどまっていましたが、「部落差別の解消に関する
施策を講ずる」ことを国の責務と地方公共団体の努
力義務としました。

◎部落問題に関する教育・啓発の実施を規定
第５条で、国には「部落差別を解消するため、必要
な教育及び啓発を行うものとする」と、地方公共団
体には「…地域の実情に応じ、部落差別を解消する
ため、必要な教育及び啓発を行うよう」努めること
としました。

Ｑ３部落差別解消推進法が
制定された背景は？

Ａ３昭和40年に国へ出された「同和対策審議
会答申」以降、国・地方公共団体をあげて

同和問題をはじめとする人権課題の解消に取り組ん
できました。
　しかし近年では、
◎インターネット上で部落差別を助長する書き込み
や『全国部落調査』復刻版出版事件など確信犯的で
悪質な差別事件の頻発

◎特別措置法失効後、部落差別の現実に対する認識
不足の広がりや情報化の進展に伴って部落差別に
関する状況が変化していること
　などを踏まえ、部落差別解消推進法が制定されました。

　平成28年12月に、部落差別のない社会を実現するため「部落差別の解消の推進に関する法律」（部落差別解消推進
法）が成立し、部落差別解消に向けた取り組みが進められています。今月号では、部落差別解消推進法成立の背景
や内容から、部落差別を重要な柱とした人権教育・啓発の大切さを考えていきます。

問 市教育委員会生涯学習人権課 ☎088・686・8803　市役所人権推進課 ☎088・684・1148

私たちの私たちの

〜 部落差別解消推進法を契機として 〜

これからのわたしたちが取り組むこと

　部落差別は、身元調査や結婚・就職差別などの一部に見られるように、
まだ完全には解消されていません。また、インターネット上で差別を受け
ても、解決が難しいといった厳しい現実が新たに生じています。
　部落差別解消推進法の制定の意義や内容を市民一人ひとりが十分理解し、自分の問題として捉え、部落差
別について、正しく知り、じっくり考え、確かな行動を続けることが、部落差別の解消につながるこれから
のわたしたちの取り組みなのです。

「人権尊重のまち  鳴門」
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10月から 幼児教育・保育 の 
無 償 化 が始まります

10月１日から、３歳から５歳までの保育所、幼稚園、
認定こども園などを利用する子どもたちの利用料が

無償になります。（一部、０歳から２歳までの子どもたち
も対象になります。）
　無償化の対象範囲や金額は、年齢、利用施設・事業など
の種類や市町村民税の課税状況により異なりますので、
下表を確認してください。

※１　保護者が就労などの理由で、子どもを保育
　　　できない状況などを、保護者の申請により、
　　　市が審査・認定すること。
※２　子ども・子育て支援新制度に移行済みの
　　　幼稚園。
※３　子ども・子育て支援新制
　　　度に移行していない私学
　　　助成の対象となる幼稚園。
※４　月額上限11,300円まで。
※５　月額上限16,300円まで。

●保育所・認定こども園・認可外保育施設などについて
　市役所子どもいきいき課　☎088・684・1209

●幼稚園について
　市教育委員会学校教育課　☎088・686・8802

●障害児通所事業所について
　市役所社会福祉課　　　　☎088・684・1412

３〜５歳 H31.4.2以降に
３歳になった子ども

０〜２歳
（３歳になる前の子ども） 保育

認定
（※１）

追加申請
の要否課税・

非課税共通 課税 非課税 課税 非課税

　認可保育所
　認定こども園（保育所部分）
　地域型保育事業

無償 対象外 無償 対象外 無償 必要 不要

　公立・私立幼稚園
　（新制度移行済）（※２）
　認定こども園（幼稚園部分）

無償 － 不要 不要

　私立幼稚園（新制度未移行）
　（※３） 25,700円／月まで無償 － 不要 必要

　幼稚園型一時預かり事業
　（午後預かり）

450円×利用
日数まで無償
（※４）

対象外
450円×利用
日数まで無償
（※５）

－ 必要 必要

　認可外保育施設・預かり
　保育など

37,000円／
月まで無償 対象外 42,000円／

月まで無償 対象外 42,000円／
月まで無償 必要 必要

　企業主導型保育所 標準的な利
用料が無償 対象外 標準的な利

用料が無償 対象外 標準的な利
用料が無償 必要

従業員の
子ども以
外は必要

　国立大学附属幼稚園 8,700円／
月まで無償 － 不要 必要

　障害児通所事業所 無償 対象外 不要 不要

年齢
課税状況

　利用施設・事業

詳しい内容の問い合わせ

無償化となる施設・事業 注：平成31年４月１日時点のお子さんの年齢



ウチノ海

島田島

四方見
展望台

大毛島

堀越橋
亀浦港

鳴門海峡

鳴門スカイライン

島田小学校

小鳴門新橋

「第３回なると島田島ハーフマラソン produced by 
間寛平」開催に伴い、左記区間・時間帯で交通規制
を実施します。 コース周辺の皆さんにはご不便・ご
迷惑をおかけしますが、 何卒ご理解・ご協力を賜りま
すようよろしくお願いします。
※規制区間は両方向とも車両の通行が禁止されます。
※自転車の通行やランナー通過中の歩行者の横断は
ご遠慮ください。

※規制時間は目安です。当日の競技状況により変わる
場合があります。

問 市役所スポーツ課  ☎088・684・1300

10/27(日) 交通規制 ご協力のお願い

20令和元年10月号

　
７
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
ご

み
焼
却
処
理
施
設
で
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
濃
度
表
示

に
測
定
値
を
制
限
す
る
機
能
が
設
定
さ
れ
て

い
た
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
を
ご
報

告
し
ま
す
。

１
．
前
回
以
降
の
経
緯

　
こ
の
機
能
は
、
施
設
操
業
開
始
の
平
成
20

年
４
月
７
日
に
施
工
業
者
が
、
市
に
協
議
・

報
告
す
る
こ
と
な
く
導
入
し
た
も
の
で
す
。

施
工
業
者
か
ら
は
制
限
を
設
け
た
こ
と
に
つ

い
て
謝
罪
が
あ
り
、
今
後
の
改
善
内
容
な
ど

に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
同
社
が
負
担
す
る
、

と
の
申
し
出
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
６
月
19
日
に

地
区
の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
環
境
保
全
協
議
会
で
本
件
事
案
の
概
要

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
協
議
会

の
構
成
地
区
で
あ
る
瀬
戸
町
と
北
灘
町
櫛
木
・

ハ
リ
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
、
７

月
28
日
と
８
月
３
日
に
そ
れ
ぞ
れ
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

２
．
現
状
に
つ
い
て

　
現
在
の
運
転
は
、
Ｃ
Ｏ
の
発
生
を
抑
え
る

た
め
、
ご
み
の
投
入
量
を
減
ら
し
、
よ
り
完

全
燃
焼
を
促
す
た
め
炉
に
吹
き
込
む
空
気
の

量
を
多
く
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
燃

焼
ガ
ス
温
度
が
低
下
す
る
こ
と
と
な
り
、
温

度
を
保
つ
た
め
の
助
燃
剤
で
あ
る
灯
油
の
使

用
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
８

月
13
日
以
降
、
Ｃ
Ｏ
濃
度
を
抑
え
た
上
で
焼

却
量
を
増
や
し
、
灯
油
の
使
用
量
を
減
少
さ

せ
る
た
め
、
２
つ
あ
る
焼
却
炉
の
給
じ
ん
装

置
に
順
次
工
夫
を
加
え
て
運
転
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
ご
み
の
均
質
化
を
図
り
、

Ｃ
Ｏ
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、
再
利
用
が
で

き
ず
焼
却
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
一
部
を
場
外
へ
搬
出
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
濃
度
低
減

の
効
果
が
表
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
維
持
管
理
計
画
値
で
あ
る
４
時
間
平
均

30
p
p
m
を
超
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の

が
現
状
で
す
。

３
．
今
後
に
つ
い
て

　
施
工
業
者
か
ら
、
改
善
工
事
の
提
案
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
の
実
施
に
向
け
て
必
要
と

な
る
手
続
き
を
県
と
協
議
し
て
お
り
、
手
続

き
が
整
い
次
第
、
速
や
か
に
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
加
え
て
、
改
善
内
容
が
妥
当
で
あ
る

か
ど
う
か
、
ま
た
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
確
認
を
、
市
だ
け

で
は
な
く
第
三
者
機
関
へ
委
託
し
、
検
証
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
設
備
の
改
善
が
完
了
す
る
ま
で
の

間
、
緊
急
の
修
繕
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
ピ
ッ

ト
の
貯
留
容
量
を
超
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

た
場
合
の
対
応
と
し
て
は
、
市
民
生
活
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
、
ご
み
収
集
を
継
続
す
る

た
め
、
場
外
へ
搬
出
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
も
、

既
存
の
設
備
で
可
能
な
限
り
、
維
持
管
理
計

画
値
を
満
た
せ
る
よ
う
、
運
転
管
理
を
徹
底

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
酸
化
炭
素（
C
O
）等
測
定
値
の

制
限
及
び
低
減
に
つ
い
て

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
課 

☎
０
８
８・６
８
３・７
５
７
２

「鳴門のためになる」行動例アイデア募集！
　市民の皆さん自らが実践できる行動例のアイ
デアを募集します。申込書にイベント名や活動
内容をご記入の上、市役所市民協働推進課へ郵
送、ファクス、またはEメールでご提案ください。
※ 申込書は同課で配布するほか、市公式ウェブ

サイトからもダウンロードできます。

活動周知のサポートを行います！
　鳴門のために行うイベン
ト・活動の開催告知や参加
者募集を市公式ウェブサイ
トの新着情報や「市民協働の
まちづくりウェブサイト」な
どで周知します。

〒772･8501 撫養町南浜字東浜170番地
☎088・684・1189／FAX088・684・1336
Ｅメール：shiminkyodo@city.naruto.i-tokushima.jp

実施期間
10月20日（日）～11月3日（日・祝）

　「WeLoveなるとデー」とは、鳴門のためにできる
ことをする日(期間)です！期間中の可能な日に、個
人でも、団体でも、何か一つ活動していただくだけ
で結構です。
　自分たちの住む鳴門のまちのために、できる範囲
でできることを各自が考え、「何かをやってみよう」
という期間を設けることで、鳴門のまちを見直す
きっかけとしていただき、ふるさとを愛する気持ち
と社会貢献意識を高めることを目的とします。

【問・提出先】 市役所市民協働推進課



ウチノ海

島田島

四方見
展望台

大毛島

堀越橋
亀浦港

鳴門海峡

鳴門スカイライン

島田小学校

小鳴門新橋

「第３回なると島田島ハーフマラソン produced by 
間寛平」開催に伴い、左記区間・時間帯で交通規制
を実施します。 コース周辺の皆さんにはご不便・ご
迷惑をおかけしますが、 何卒ご理解・ご協力を賜りま
すようよろしくお願いします。
※規制区間は両方向とも車両の通行が禁止されます。
※自転車の通行やランナー通過中の歩行者の横断は
ご遠慮ください。

※規制時間は目安です。当日の競技状況により変わる
場合があります。

問 市役所スポーツ課  ☎088・684・1300

10/27(日) 交通規制 ご協力のお願い
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鳴門市・会津若松市親善交流都市提携
20周年記念シンポジウム

板東俘
ふ

虜
りょ

収容所 所長

松江 豊
と よ

壽
ひ さ

が
遺したもの
　鳴門市と福島県会津若松市との親善交流都市提携20周年を記念し、両市の交流の礎となった板東俘虜収容所
所長 松江 豊壽氏を顕彰するシンポジウムを開催します。奇跡の収容所と呼ばれた板東俘虜収容所を実現させた、
松江所長の人となりに迫ります。

日 時 11月9日（土） 午後1時 30分開演
（午後０時30分受付開始）

場 所 鳴門教育大学 講堂

入場無料ですが
応募が必要です
詳細は下記に記載

第１部
● 映像紹介（20分程度）
　 ・「第九」100周年PR動画
　 ・映画『バルトの楽園』
　  （ダイジェスト版）放映
● トークショー（40分）
　 松平 健氏 （映画『バルトの楽園』主演）
第２部

● パネルディスカッション（60分）
　 鳴門市、会津若松市、鳴門教育大学、
　 松江 行彦氏（松江所長親族）、髙木 康男氏（髙木大尉親
　 族）、徳島新聞社 編集委員 藤長 英之氏（コーディネーター）

　応募は「往復はがき」に、郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号を明記の上、10月16日（水）必着
で、下記住所まで郵送してください。
　約500人の定員を超えた場合は、抽選となり、
10月中に結果を通知します。

【申込先】〒770・8572 徳島市中徳島町２丁目５番
地２ 徳島新聞社 事業部 「松江豊壽所長シン
ポジウム」係

【問い合わせ】募集に関して…徳島新聞社事業
部☎088･655･7331（平日 午前９時30分～午
後５時30分）／シンポジウムに関して…市役
所文化交流推進課☎088･684･1538（平日 午
前８時30分～午後５時15分）

プログラム 応募方法
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　建設されてから100周年を迎えた「ドイツ兵の慰霊碑」の記念
献花式が８月31日、板東俘

ふ り ょ

虜収容所跡地のドイツ村公園で開
かれました。式では、大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館
のウーヴェ・メアケッター首席領事が「100年にわたって俘虜た
ちが祈念され、慰霊碑が清掃されていることに感謝。日独友
好のシンボルです」とあいさつした後、参列した約120人がド
イツ兵の慰霊碑に献花しました。また、市ドイツ館では記念
音楽祭が開催され、「歓喜の歌」などが合唱されました。

ドイツ兵の慰霊碑へ献花
「ドイツ兵の慰霊碑」建設から100周年

８月31日

慰霊碑に献花するメアケッター首席領事たち

　スポーツによる地域活性化を目指して誘致を実現した卓球の
プロリーグ「Ｔリーグ」男子公式戦が９月６日・７日、四国で
初めて鳴門・大塚スポーツパーク アミノバリューホールで開催
されました。この公式戦には来年の東京五輪でも活躍が期待
される木下マイスター東京の丹羽 孝希選手をはじめ、国内外
からトップレベルの選手が集まり、熱戦を繰り広げました。また、
1日目の試合開始前には阿波踊りも披露され、会場には２日
間で延べ約2,600人が来場し、大いに盛り上がりました。

鳴門で世界トップレベルの卓球を！
卓球「Ｔリーグ」公式戦が四国初開催

９月６日
７日

熱戦を繰り広げる選手たち

目指せ！プロスケーターへの道
中四国地区アマチュア選手権「ウズパカップ」初開催

８月24日

華麗な技に大歓声が上がる会場

　スケートボードの中四国地区アマチュア選手権「ウズパ
カップ」が８月24日、ボートレース鳴門の「ウズパーク」で初
開催されました。県内をはじめ中四国から29人の選手が出場
し、次々と繰り出される豪快な技に、観客から大きな歓声が
上がりました。また、会場ではアートユニット「W

ホ ー ル ナ イ ン

HOLE９」
により、隣接するサイクルステーションの壁面に渦潮とアス
リートを描くライブペイントが披露され、会場は大いににぎ
わいました。

体験型ブースで防災意識を高める
市総合防災フェアを実施
　市総合防災フェアが９月１日、鳴門ウチノ海総合公園で行わ
れ、陸上自衛隊や鳴門警察署、自主防災会など約1,000人が参
加しました。南海トラフ巨大地震とみられる大地震が発生した
との想定で、トリアージ訓練、ボランティアセンター開設訓練
など、さまざまな訓練を実施し、防災意識の高揚と災害対応
力の向上を図りました。また、地域活性化団体MOVEにより、
防災ブースの体験ポイントに応じておもちゃと交換できる「お
金を使わないおもちゃの買い物遊び」も実施されました。

消火訓練を体験する子どもたち

９月１日
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目標は2022年北京五輪で金メダル
プロスノーボーダー・岩渕選手が撫養小で講演

９月12日

　平
ピョン

昌
チャン

五輪スノーボード女子ビッグエアで４位入賞を果たしたプ
ロスノーボーダーの岩渕 麗

れい
楽
ら

選手と市まちづくりアドバイザーの
木
こ

場
ば

 克
かつ

己
み
トレーナーが９月12日、撫養小学校で講演会を行いま

した。２人は、10日から13日までの間、ウズパークを中心に自主
トレを実施し、講演会ではスノーボードの魅力や体幹トレーニン
グの重要性などについて話していました。児童から「目標は何で
すか」と質問されると、岩渕選手は「北京五輪で金メダルを取りた
いです」と答え、児童から大きな声援が送られました。講演する岩渕選手（左）と木場トレーナー

　鳴門海峡を望む鳴門公園線沿いの海岸をきれいにしようと
市環境衛生組合連合会が毎年実施している海岸清掃が、９月
14日実施されました。当日は地元の自治振興会のメンバーや
観光業者などの有志約60人が参加。まだまだ厳しい暑さが残
る中、早朝から集まり、海岸に流れ着いた木々やプラスチッ
クなどのごみ約１㌧を回収しました。参加者たちは、「本来の
美しい海岸を取り戻すことができてうれしい」と汗を流しな
がら話していました。

鳴門公園の海岸を美しく
市環境衛生組合連合会が海岸清掃活動

９月14日

砂浜に漂着した木々やごみを回収する参加者たち

災害に備えて
 問 市役所危機管理課 ☎088・684・1711

　９月５日、本市の防災体制強化を目的に簡易型避難用テ
ント「ひなんルーム」20張りが「小さな親切」運動鳴門支部か
ら、市に贈られました。このひなんルームは、市内の避難
所に保管し、災害時に避難者の間仕切りスペースとして活
用していきます。 大岩支部長からひなんルームの寄付を受ける

　段関地区自主防災会では、このたび、
宝くじの収益金を活用した（一財）自治総合
センターのコミュニティ助成事業の助成を
受け、防災倉庫、エンジンチェーンソー、ヘルメット、簡易トイレ
用テントなどの自主防災活動に必要な防災資機材を整備しました。
　今後、整備した防災資機材を使った防災訓練の実施など、よ
り一層の自主防災活動の充実と地域コミュニティ活動の活性化
が期待されます。新たに整備した段関地区自主防災会の防災資機材

◆コミュニティ助成事業で　
　防災資機材を整備しました

◆簡易型避難用テント「ひなんルーム」が
　寄付されました

防災
トピックス
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広
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養

町
南
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 088・684・1118

健　康
クリーニングの

☎088-686-0585
本店：鳴門市撫養町斎田浜端南98

※汗抜きクリーニング加工代
　のみ半額。クリーニング代
　は半額にはなりません、他
　のサービスとの併用不可。

夏布団！

汗抜き加工

半額

自分のお葬式を考えておくことは
人生のゆとりだと思う

もち吉

信用金庫

10月の
サービス

冬用学生服
上下セット

2020%OFF%OFF%OFF%OFF3030%OFF%OFF%OFF%OFF
※当店通常価格からの割引となります。日祝仕上がりの急ぎ品は除く、
　会員割引含む。他のサービスとの併用不可

災害時の
「安心・安全」を守る
災害時の
「安心・安全」を守る

７日分の非常食を備蓄
10月は全職員で非常食ランチ提供訓練を実施
７日分の非常食を備蓄
10月は全職員で非常食ランチ提供訓練を実施

医療法人 久仁会 鳴門山上病院
徳島県鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂205-29
TEL.088-687-1234 FAX.088-687-1078
ホームページ.http://www.kyujinkai-mc.or.jp/

世
帯

数
  26,303世

帯（
−26）

人
　

口
  57,139人

    （−94）
（

 ）の
数

値
は

前
月

比
 ※

令
和

元
年

8月
31日

現
在

▪
出

  生
　

男
 18人

 女
 12人

▪
死

  亡
　

男
 26人

 女
 39人

▪
転

  入
　

男
 66人

 女
 59人

▪
転

  出
　

男
 70人

 女
114人

日本舞踊から作法を学ぶ
若者に継承したい日本文化

「
日
本
舞
踊
と
い
う
の
は
、
健

康
に
も
つ
な
が
る
ん
で
す

よ
。
手
首
を
回
し
た
り
、
ト
ン
と

足
拍
子
を
し
た
り
」。
お
も
む
ろ
に

立
ち
上
が
る
と「
チ
ン
・
ト
ン
・
シ
ャ

ン
」と
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
首
を
振

り
、
顔
に
手
を
近
づ
け
艶
っ
ぽ
い

舞
い
を
見
せ
て
く
れ
る
花
柳
さ
ん
。

昨
今
の
健
康
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
健
康
体
操
な
ど

の
要
素
は
、
全
て
日
本
舞
踊
に
当

て
は
ま
る
と
い
い
ま

す
。「
回
る
動
作
一
つ
に

し
て
も
、
姿
勢
を
正

し
く
し
て
、
腰
を
ひ
ね

る
、
そ
れ
が
健

康
に
つ
な
が
っ

て
い
た
の
だ
と

思
う
と
良
い
職

業
を
選
ん
だ
な

と
思
い
ま
す
」

と
す
て
き
な
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

華
麗
な
舞
で
た
く
さ
ん

の
人
を
魅
了
す
る
花
柳
さ

ん
で
す
が
、
学
生
時
代
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
女

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
本

格
的
に
日
本
舞
踊
を
習
う
た
め
、

高
校
の
時
に
1
年
余
り
で
部
活
を

退
部
し
、
花
柳 

芳よ
し

智ち

吾ご

師
匠
に

入
門
。
こ
の
頃
か
ら
熱
心
に
日
本

舞
踊
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

「
昔
は
、
日
本
舞
踊
な
ど
の
習

い
事
は
義
務
教
育
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
ん
で
す
。
お
稽
古
か
ら
礼

儀
作
法
や
人
を
敬
う
心
を

学
び
ま
し
た
ね
」。
今
は
、

生
活
の
欧
米
化
に
よ
り
日

本
舞
踊
を
習
う
子
ど
も
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

そ
う
。
そ
の
状
況
を
変
え

る
た
め
に
、
若
者
を
は
じ

め
多
く
の
人
に
日
本
舞
踊

を
継
承
し
て
い
き
た
い
と

の
思
い
か
ら
大
舞
台
の
演

出
の
ほ
か
、
ご
当
地
ソ
ン

グ
の
振
り
付
け
な
ど
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、遊
山
箱
を
テ
ー

マ
に
し
た
曲
に
振
り
付
け
を
考
案
。

い
つ
も
手
に
持
つ
扇
子
を
遊
山
箱

に
変
え
、
伝
統
芸
能
と
遊
山
箱
文

化
と
の
融
合
と
い
う
新
た
な
試
み

に
も
挑
戦
し
、
日
本

舞
踊
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

「
鳴
門
市
の
皆
さ

ん
、
一
緒
に
踊
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
健
康
に

も
つ
な
が
り
ま
す
し
、

楽
し
い
で
す
よ
」と
花

柳
さ
ん
。
一
人
で
も

多
く
の
人
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
日

本
舞
踊
に
対
す
る
思

い
は
人
一
倍
で
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.49
鳴門市文化協会　理事
花柳淳吾会・鳴門民踊研究会
花柳　淳吾さん ［ 南浜 ］

（本名：濵田　淳子さん）

　はなやぎ・じゅんご（本名：はまだ・じゅ
んこ）。1941年生まれ。撫養小、第一中、鳴
門高卒。卒業後、日本舞踊の講師として成
徳高等学校で平成19年まで指導。日本舞踊
花柳流の師匠であり、平成25年から（公社）
日本舞踊協会徳島県支部の支部長も務め
る。11月17日に開催される第43回鳴門市芸
能祭に出演予定。

華麗な演舞で魅了する
花柳流師匠Hanayagi 

Jungo
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